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15頁 11行 日 住居後 住居跡

15頁 30行 日 境はっきりしない 境は、はっきりしない

1 6頁  6行 日 3 3 8 all 3 8 all

20頁 竪穴住居実測図 B地区 3号住居実測図

2 3頁  6行 日 図 6 図 8



序

この報告は、平成元年度県営圃場整備事業に伴ない、西諸県農林振興局の委託を

受けて、小林市の南部地区に所在する埋蔵文化財包蔵地の発掘調査をした記録であ

ります。 平成元年 9月 から同年12月 までの発掘調査の結果、弥生土器片4, 34

9個、石器994個、中世陶器片 83個、鉄製品64個、玉 5個、銅銭 (寛永通宝)

97枚、木片 5個等数多くの遺物及び遺構が発見されました。

これらの貴重な遺物とともに、市史解明の資料となることは、ひいては郷土愛の機

運を醸成することになり、誠に意義深いものがあります。学校教育、社会教育、或

いは文化財保護のため広く活用をいただきたいと思います。

本事業の推進に、ご指導とご協力をいただきました宮崎県教育委員会文化課、西

諸県農林振興局、出の山土地改良区等関係各位に対し深甚の謝意を表しますととも

に、発掘作業に従事くださいました皆様に対しても、厚くお礼を申し上げます。

平成 2年 3月

小林市教育委員会

教 育 長
山  

口  寅
一

郎



例    督ロ

1 本書は、小林市出の山地区の県営圃場整備事業に伴ない、平成元年度に実施し
た水落遺跡の発掘調査概要報告書である。

2 発掘調査は、小林市教育委員会が主体となり、県文化主任主事長津宗重 (一
次調査)・ 主事長友郁子 (二次調査)が担当した。

3 調査組織は次の通りである。

調査主体  小林市教育委員会
教  育  長      山 口 寅一郎
社会教育課長      川 畑 正 一
同 係  長      黒 木 英 夫
同 係  員       上別府   優

特別調査員 長崎大学医学部教授     松 下 孝 幸
調査員 県文化課 主任主事    長 津 宗 重 (一次調査担当)

主  事    長 友 郁 子 (二次調査担当)
主  査     宍 戸   章
主  事   吉 本 正 典

4 本書の執筆は、黒木英夫・長津宗重・長友郁子が分担し、文責については目次
に明記している。

5 土器の色調は農林省農林水産技術会事務局監修の標準土色帖による。本報告の
方位は磁北である。またレベルは海抜絶対高である。
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第二章 序 説

第 1節 発掘調査に至る経緯

宮崎県西諸県農林振興局では、昭和62年度から出の山地区圃場整備事業を実施している。

平成元年度工事実施予定地内には遺跡は知られていなかったが、県文化課の分布調査で土器散

布地等が確認された。また、隣接地に「夷守駅」の推定地が所在していたので、県文化課では

昭和63年 12月試掘調査を実施した。その結果、予定地内で弥生時代頃の遺跡が2ケ所 (水

落遺跡、中島遺跡)所在することが確認された。なお「夷守駅」に関する遺構等は確認されて

いない。聞き取り調査では、細野小学校の北東の墓地内では墓地造成中、地下式横穴墓と推定

される内面に朱を塗った空洞が発見されている。

そして、この工事予定地内で遺跡の所在が確認されたため、西諸県農林振興局、出の山土地

改良区、県文化課、市教育委員会の込者で協議を行った結果、工事により包含層等が削平を受

ける部分と道路部分は、発掘調査の措置を取ることになった。水落遺跡の発掘調査対象地は広

範囲で調査期間に数か月を要することから、稲収穫後に調査着手したのでは工期に影響するた

め、一部稲の転作を桁い調査期間を確保することになった。

発掘調査は、水落遺跡A地区を平成元年9月 4日から10月 30日 まで県文化課主任主事長

津宗重氏の担当で実施し、水落遺跡B地区は11月 7日から12月 27日 まで県文化課主事長

友郁子氏の担当で実施した。また、中島遺跡については道路部分のみを12月 に実施した。

第 2節 小林市内の歴史的環境

小林盆地は北の裏日向山地、東の諸県山地北西支脈、南の霧島火山、西の加久藤盆地に囲ま

れた凹地である。裏日向山地の南には加久藤火砕岩と溶結岩の丘陵地が広がり、霧島火山の北

と東には溶岩流末端から形成された新。旧の扇状地が開析されて、下位及び中位の段丘が広が

る。盆地内には石氷川などの小河川が流れ、合流して岩瀬川となって東に流れている。盆地底

の大部分はシラス台地とそれが浸食されて形成された段丘であり、最低位に氾濫原性低地がか

なり広がをと

水落遺跡の歴史的環境を知るために、町内の遺跡を時代順に概観する。

旧石器時代

(2)

旧石器時代の遺跡は確認されていないが、東隣りの野尻町の新村・高山遺跡でナイフ形石器、

剥片・掻器が出土しているので近い将来当市でも確認されると思われる。
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縄 文 時 代

縄文時代早期の遺跡としては本田遺跡 (大字東方字坂下)。 平木場遺跡 (大字南西方字平木

場)、 大平遺蘇
)(大

字北西方二区字大平)。 内木場遺蘇
)(大
字東方字集)。 上永久井野・城ど

)

などが知られている。本田遺跡は当市の北側の浜瀬川を東に臨む丘陵上に位置し、昭和41年
に調査された結果、押型文 (楕円・山形)土器 。前平式土器 。塞ノ神式土器が出土したが、
塞ノ神式土器の出土量は少ない。平木場遺跡は当市の南西のえびの市と境を接する平木場台地

の南側に位置し、昭和47年に九州縦貫自動車道に伴なって調査された結果、楕円押型文土器
が出土している。大平遺跡では塞ノ神式土器が、内木場遺跡では楕円 。山形押型文上器が表採

されている。また黒仁田出上の磨製の環状石斧は注目される。しかし、集石遺構などのこの時

期の遺構は当地域では検出されていない。

前期の遺跡としては、本田遺跡・ 平木場遺跡 。新田場遺跡 (大字真方三区字新田場)な どが

知られている。本田遺跡は昭和41年の調査によって県内でも有数の前期の遺跡であることが

明らかになり、曽畑式土器が出土すると伴に住居の一部が確認された。前期の住居としては県
(8)

内唯―であり、注目される。曽畑式上器はⅡ式とⅢ式が出土している。当遺跡の石器組成は石

鏃・石斧 。石槍であり、特に石鏃の割合が高い。石鏃の石材としてはチャートが多く使用され

ている。出上している黒耀石は姫島産や腰岳産のものはなく、「
‐
4~島産」である。当地域は立

地的に「霧島産」の割合が非常に高いが、西方では日東産と姫島産が、出の山では日東産が表

採されている!平木場遺跡で出土した曽畑式土器は刺突文や直線文で構成されたⅢ式である。

当遺跡の石器組成は石鏃・石匙 。磨製石斧などである。新田場遺跡でも曽畑式土器が表採され

ている。

1 水落遺跡 2 生駒遺跡 3 平川遺跡 4 駒乗毛 B遺跡
5 諏訪台遺跡 6 駒栗毛 A遺跡 7 出の山遺跡 8 前ノ原遺跡
9 新田遺跡 10 小林市横穴墓群 H 夷守駅推定地 12 竹山遺跡

13 竹山南遺跡 14 東牧場遺跡 15 山中遺跡 16 三ツ山城跡

17 栗巣野遺跡 18 下ノ平地下式横穴墓群 19 平木場遺跡 20 尾中原地下式横穴墓群

21 大平遺跡 22 永久津遺跡 23 黒仁田道跡 24 正覚原古墳
25 堂山遺跡 26 永久井野遺跡 27 ひばり遺跡 28 赤松遺跡

29 本田遺跡 つ0 風呂ノ本遺跡 31 内木場遺跡 32 東二原地下式横穴墓群

〕3 新田場地下式横穴墓群 〕4 立山遺跡 35 上原遺跡 36 高津佐遺跡

37 集遺跡

'8 
城山地下式横穴墓群

小林市内の遺跡地名表
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第 1図 遺跡分布図
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中期の道跡は県内では非常に稀薄であり、当地域でも確認されていない。
(lll                    (11)

後期の遺跡としては中山前遺跡 (大字細野字中山ノ前)・ 駒栗毛遺跡 (大字細野字駒栗毛)

。本田遺跡・立山遺跡 (大字東方二区字立山)・ 集遺跡 (大字東方字集)などが知られている。

中山前遺跡は舌状丘陵の北斜面に位置し、昭和38年の調査の結果、市来式土器・磨石などが

出土した。駒栗毛遺跡は霧島連山夷守岳の北東の丘陵 (標高288～ 300m)に 位置し、昭

和47年に九州縦貫自動車道に伴って調査された結果、第Ⅳ層から岩崎上層式土器。市来式土

器が出土し、出水式土器類似した土器も出土している。当遺跡では市来式上器と岩崎上層式上

器の上下関係を層位によって確認している。本田遺跡では西平式土器が出土している。立山遺

跡・集遺跡では市来式土器が出土している。

弥 生 時 代

生駒出上の両端えぐりの方形石庖丁・尾中原出土の長頸壷、細野出土の重弧文土器が特に知

られているが、調査はあまり行われていない。平松遺跡は平成元年に圃場整備事業に伴なって

調査された結果、後期の土器が出土した。今回の水落遺跡の調査によって後期後葉～末葉の7

軒の住居が検出され、その中の3号住居はベッド状遺構を有する円形プランである。また重弧

文長頸壺が7号住居から出土しており注目される。

古 墳 時 代

当地域には前方後円墳。円墳はなく、地下式横穴墓と横穴墓がある。横穴墓としては小林市

横穴墓 (大字細野字真方)があるが、詳細は不明である。            ‐

地下式横穴墓としては下ノ平地下式横穴墓群 (大字水流字下ノ平)・ 尾中原地下式横穴墓群

(大字北西方字石塚尾中原)。 新田場地下式横穴墓群 (大字真方字松之元。新田場)。 二原地

下式横穴墓群 (大字真方字二原)、 城山地下式横穴墓群 (大字細野字城山)などが調査されて

いる。下ノ平地下式横穴墓群は大淀川の支流である岩瀬川の右岸台地に位置する。昭和56年

に調査された下ノ平 1号地下式横穴墓ぽ(羨門石閉塞の平天丼片袖平入りで棚状施設を有する

タイプであるが、玄室と竪坑の主軸がぶれており、右壁面には格子目状と束柱の線刻がある。

3体の人骨と伴に棚状施設から剣 2・ 刀子6・ 鉄鏃7が出土しており、6世紀前半に比定され

ている。昭和60年に調査された2号地下式横穴聾悟羨門石閉塞の片袖平入りの棚状施設から

剣 1・ 刀子6・ 鉄鏃6が出土した。

尾中原地下式横穴墓群は標高約280mの小高い台地の南斜面に位置する。昭和39年以前に
数基の地下式横穴墓が発見され、朱玉・剣・刀・刀子。鉄鏃などが出土しているが、詳細は不

明であると昭和39年に調査された地下式横穴盤1ま竪坑上部石閉塞の平入りで棚状施設を有する

タイプであり、左右の壁面には束柱が浮彫りされている。玄室の床面と棚状施設から剣 3・ 鉄

鏃 5が出土した。
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新田場地下式横穴墓群は岩瀬川とその支流に挟まれた標高210～ 230mの 二原台地の南
端に位置する。現在までに10基以上発見されているが、昭和50年以前に発見された6基につ
いては詳細は不明である。松之元の2グループと新田場の 1グループの計 3グループに分かれ
る。出土品の中には双脚状鉄器があり注目される。昭和 50年に調査された地下式横穴窒Iま羨
門石閉塞の妻入りで棚状施設を有するタイプであり、2体の人骨と伴に剣 1・ 刀子 1・ 鉄鏃 3
が出上している。昭和60年に圃場整備事業に伴って調査された7基の地下式横穴窪佐 1号地
下式横穴墓の竪坑上部石閉塞を除くと、その他は羨門石閉塞と羨門板閉塞の片袖平入りの棚状

施設を有するタイプである。剣・刀子・鉄鏃・斧・飽 。鍬先 。鎌・釣針などが出土しており、

5世紀後半～6世紀前半に比定される。

こ原地下式横穴墓群は新田場地下式横穴墓群の北約800mに 位置する。昭和60年に調査
された 1号地下式横穴窒佐羨道石閉塞の両袖平入りのタイプで、床面から刀子 2。 鉄鏃4が出
上した。また平成元年 12月 ～2年 2月 に圃場整備事業に伴って15基 (2号～ 16号)が調
査されているが羨道石閉塞の両袖平入りの棚状施設を有するタイプである。 2号地下式横穴墓
から直径5,O cmの珠文鏡が、8号地下式横穴から貝輪が出土しており注目されるが、基本的
には剣 。刀・刀子 。鉄鏃の組み合わせである。計21体の人骨が検出されており、 11号地下
式横穴墓の 5体が最大の被葬者である。また二重周溝を有する直径約27m、 高さ3.6mの
円墳が確認されており、市内では初例であり注目される。

域山地下式横穴墓群は辻の堂川を北に臨む標高230mの小規模な台地に位置し、昭和14
年以前に2基発見されているが、詳細は不明である

当地域の地下式横穴墓は羨門石閉塞の片袖平入りで棚状施設を有するタイプであり、棚状施

設に剣 。刀・鏃などの武器を副葬することに特徴があるが、須恵器。土師器などの土器が玄室

内に副葬されることがない。また川内川上流のえびの市を中心に分布する竪坑上部石閉塞もわ

ずかであるが見られる。

平木場遺跡では一辺4 4 0cmの規模の方形プランの住居の一部が検出されており、炉から土

師器が、柱の西側から須恵器の甕が出土している。駒栗毛遺跡では長軸 1 8 5cm、 短軸150
cm、 深さ4 0cmの楕円形プランの土壌が検出され、土師器・須恵器が出土している。

歴 史 時 代

『延喜式』によると日向国の駅馬は16駅あり、そのうちの夷守駅は大字細野字夷守に地名が
残ることからこの地に比定されていると推定地は水落遺跡から南へ約 lkれの地点である。

921

平安時代の遺跡として竹山遺跡 (大字細野字竹山)・ 駒栗毛遺跡が知られている。竹山遺跡

は南北に伸びる丘陵の南斜面に位置し、昭和47年に九州縦貫自動車道に伴って調査された結
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果、柱穴群が検出され、土師器の高台付きの椀・内黒土器・ヘラ切り底の郭・布痕土器などが

出土 した。駒栗毛遺跡でも布痕土器が出土している。

中世の山城としては三ツ山城 (大字真方)・ 小林城・ 内木場城・野首城・岩牟礼城・宇賀城

があると三ツ山城は北原氏の居城であり、本丸
。二の丸 。大手日の跡が残っている。

今回の調査でまとまって43基 も近世墓が検出されたのは、江戸時代終りの墓地の構造・変

遷を考える点で注目される。

当地域の発掘調査はようやく端緒についたばかりであり、地域史を具体的に描きだせるまで

には至っていない。今後の調査に期待することが大である。

雄

(1)経済企画庁総合開発局『土地分類図 (宮崎県)』 昭和49年
(2)日 高孝治  「新村遺跡・高山遺跡」『野尻町文化財調査報告書』第 1集 野尻町教育委員

会  H召不日61年
(3)鈴木重治  「小林市本田遺跡の調査」『昭和41年度西日本史学会秋季学術大会発表要旨』

『九州考古学』第 32号所収 昭和42年
鈴木重治  「本田遺跡」『宮崎県史 資料編 考古 1』  宮崎県 平成元年
(4)安楽 勉  「平木場遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告』ll)宮崎県教育委員会

昭和48年
(5)文化庁   『全国遺跡地図 (宮崎県)』  昭和43年
(6)宮崎県総合博物館『宮崎県総合博物館収蔵資料目録 考古・歴史資料編』昭和 58年
(7)言主61こ 同じ

(8)水の江和同「西北九州における曽畑式土器の諸様相」『考古学と地域文化』同志社大学

昭和62年
(9)坂田邦洋  「九州の黒曜石―黒曜石の産地推定に関する考古学的研究―」『史学論叢』

第 13号 別府大学史学研究会 昭和 57年
坂田邦洋  「九州産黒曜石からみた先史時代の交易について位)」 『賀川光夫先生還暦記a

論集』 昭和 57年
仕0 石川恒太郎「小林市中山前遺跡調査」『宮崎県文化財調査報告書』第 9輯  宮崎県教育委

員会 昭和 39年
仕o 田中 茂  「こまくりげ遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告』(1)宮崎県教育

委員会 昭和48年
仕り 北郷泰道  「下の平地下式横穴発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書』第 24集

宮崎県教育委員会 昭和 56年
住o 昭和60年 1月 に小林市教育委員会が調査主体となり実施した。報告書未刊。詳細につい
ては永友良典氏より御教示頂く。

田中 茂  「石蓋土壊墓群と地下式横穴の調査」『別冊 考古学ジャーナル』 1
ニュー・サイエンス社 昭和60年

住0 志戸本次助『小林市史』小林市 昭和41年
乙益重隆  「異形鉄器」『成川遺跡』文化庁 昭和49年

は0 栗原文蔵  「小林市尾中原発見の地下式横穴」『宮崎県文化財調査報告書』第 9報
宮崎県教育委員会 昭和 9年
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は0 岩永哲夫  「新田場地下式古墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書』第 20集
宮崎県教育委員会 昭和 53年

住9 昭和 60年 2月 に小林市教育委員会が調査主体となり実施 した。報告書未刊。詳細につい
ては面高哲郎氏より御教示を頂 く。

面高哲郎  「新田場地下式横穴墓群」『地下式横穴墓から見た古墳時代』宮崎考古学会・
鹿児島考古学会 昭和 61年

10昭和 60年 2月 に小林市教育委員会が調査主体となり実施 した。報告書未刊。詳細につい
ては永友良典氏より御教示頂く。

田中 茂  「石蓋土墳墓群と地下式横穴の調査」『別冊 考古学ジャーナル』 1
ニュー・ サイエンス社 昭和 60年

住9 平成元年 12月 から2年 2月 まで小林市教育委員会が調査主体となり実施 した。 2年 3月
に概要報告書が刊行きれる予定。詳細については長友郁子氏より御教示頂く。
20 面高哲郎  「城山地下式横穴墓群」『地下式横穴墓から見た古墳時代』宮崎考古学会・

鹿児島考古学会 昭和 61年
¢D 藤岡謙二郎「日向国」『古代日本の交通路Ⅳ』大明堂 昭和 54年
9D 茂山 譲  「竹山遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告』位)宮崎県教育委員会

昭和48年
90 平部晴南  『日向地誌』明治 17年
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第Ⅱ章 水落遺跡A地区の調査

第 1節 発掘調査の概要
水落遺跡 (小林市大字細野字水落 。脇ノ上)は、宮崎市の北北西約4 0kmの標高208m

(比高 10m)の丘陵上に位置する。

県営出の山地区圃場整備事業に伴って県教育委員会が昭和63年 12月 19日から26日 ま

で試掘調査を行った結果、遺跡の存在が確認されたので、小林市教育委員会が調査主体となり、

A地区の4 0 0 0Hfと B地区の 1 0 0 0 0Hfの発掘調査を行った。一次調査のA地区は平成元

年 9月 4日から10月 30日 まで、二次調査のB地区は11月 7日から12月 27日 まで行わ

れた。

A地区からは中世の掘立柱建物 7棟・溝状遺構6本が検出され、縄文時代晩期の黒色磨研土

器・打製石鏃、中世の青磁 。白磁・土師器などが出土した。掘立柱建物の内訳は庇付きの2間

X5間が 1棟、庇付きの2間×3間が2棟、2間×3間が3棟、2間×2間が 1棟である。主

軸は東西方向と南北方向である。

B地区からは弥生時代後期の竪穴住居7軒、中世の溝状遺構 5本、江戸時代の墓43基が検

出され、弥生時代後期の上器 。中世の土器 (東播系の片日鉢)・ 六道銭 (寛永通宝)などが出

土した。特に7号住居から出土した重弧文長頸壺は注目される。また近世墓としてまとまって

43基 も調査されたのは注目される。

第 2節 包含層の状態
当遺跡の基本層序は、第二層が褐色土層 (Hue 7.5YR4/4・ 耕作土)、 第Ⅱ層が

黒色土層 (7.5YR2/1)、 第Ⅲ層が暗褐色土層 (7.5YR3/4)、 第Ⅳ層が黄橙色

(7.5YR8/8・ アカホヤ層)、 第V層が橙色土層 (7.5YR6/8)で ある。東区は

第Ⅱ層が残存しており、第Ⅲ層で遺構検出を行った。西区は第Ⅲ層が水田耕作によって既に削

平されており、第Ⅳ層で遺構検出を行った。撞物は第Ⅲ層から出土する。

第3節 中世の遺構と遺物

中世の遺構はA地区の東区で掘立柱建物7棟・溝状遺構4本、西側で溝状遺構が2本が検出

された。中世の青磁片・白磁片・土師器片などが出土した。

(1)掘立柱建物

掘立柱建物は7棟はA地区の東区 (b-10.11、 C-11、 D-11～ 13)で検

出された。7棟の内訳は庇付き3棟と庇なしの4棟である。4号掘立柱建物の庇付きの2

間×5間が最大規模であるが、2間 X3間が標準的な規模である。 1号掘立柱建物は南北
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方向が主軸であり、東面庇付きの2間×3間である。2号掘立柱建物は南北方向が主軸で
あり、西面庇付きの2間×3間である。3号掘立柱建物は南北方向が主軸の2間×3間で
ある。4号は掘立柱建物は東西方向が主軸であり、南面庇付きの2間×5間である。 5号
掘立柱建物は東西方向が主軸の2間×3間である。6号掘立柱建物は2間×2間である。
7号掘立柱建物は東西方向が主軸の2間×3間である。 1号掘立柱建物は3号溝状遺構を
切っている。7号掘立柱建物は5号溝状遺構によって切られている。 1号掘立桂建物の柱
穴から青磁片が、4号掘立柱建物の柱穴から白磁片が出土した。
121 溝状遺構

西区の北部 (a-6。 7)の 1号溝状遺構と2号溝状遺構、東区の北部 (b-lo、 c
ed-13・ 14)の 3～ 6号溝状遺構の計6本が検出された。すべてほぼ南北方向に走
っている。 5号溝状遺構は4号溝状遺構に切られ、両者は6号溝状遺構によって切られて
いる。4号溝状遺構は幅40～ 5 0cm、 深さ2～ 1 5cmであるのに対して、6号溝状遺構
は幅50～ 6 0cm、 深さ10～ 1 5cmで床面に長さ55～ 6 5cm、 幅35～ 4 5cm、 深さ
3～ 6 cmの楕円形プランのくぼみが連続している。

第 4節 Jヽ結

A地区からは中世の掘立柱建物7棟、溝状遺構6本が検出され、縄文時代晩期の黒色磨研土
器、打製石鏃、中世の青磁、白磁、土師器などが出土した。当地区の最盛期は中世の時期であ

る。

中世の遺構はA地区の東区で掘立柱建物7棟・溝状遺構4本、西区で溝状遺構2本が検出さ
れた。切りあいによる新旧関係は、3号溝状遺構‐11号掘立柱建物、7掘立柱建物〕 5号溝状
遺構、5号溝状遺構構→.4号溝状遺構構‐16号溝状遺構構であるのが、次の4時期に分かれる。
I期は2号掘立柱建物・ 5号掘立桂建物・ 7号掘立柱建物。3号溝状遺構、Ⅱ期は1号掘立柱
建物。3号掘立桂建物・ 6号掘立柱建物・ 5号溝状遺構、Ⅲ期は4号掘立柱建物・ 4号溝状遺
構、Ⅳ期は6号溝状遺構である。 1号掘立柱建物の桂穴から青磁片が、4号掘立柱建物の柱穴
から白磁片が出土しているので、Ⅱ期が鎌倉期に、Ⅲ期が室町期に比定される。一時期の3棟
の掘立桂建物の単位が抽出されたが、細かい時期編年については本報告で行いたい。
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第Ⅲ章 水落遺跡 B地区の調査

第 1節 調査区の設定と概要
水落遺跡 B地区は、同遺跡A地点と市道を挟んだ南側に位置している。標高は約207m、

面積は約 10, 000部である。発掘調査は井の山地区県営圃場整備事業に伴って、平成元年

11月 7日～ 12月 27日 まで小林市教育委員会により発掘調査が行われた。グリッドの設定

はA地区と基準を同一にし、A地区のグリッドをB地区にまで拡張する形で行った。

本遺跡は調査着手前は、長い期間水田であったため、表土層から遺物包含層までの厚さが4

0～ 1 0 0cmあ るので重機により表土剥ぎを行い、その後遺構精査を行った。遺構検出面はア

カホヤ層の上層の褐色土層である。

検出された遺構はB地区東端部分を中心として、弥生時代の住居跡7軒、中世以降と考えら

れる溝状遺構 5条、桂穴群、近世墓43基他である。このうち弥生時代の住居後は、ベッド状

遺構を持つもの (SA3)や、方形プランで風の当たらない東側に張り出しを持つもの (SA

l)、 掘り込みが褐色上の上の黒色土までしか達しておらず、遺物集中部分から住居跡の形が

推測されるもの (SA4、 SA7)な どバラエテイーに富んでいる。この時代の主な遺物とし

ては、長頸壺や線刻土器等がある。溝状遺構は5条ともA地区との間の市道を越えてA地区付

近まで伸びていたと考えられる。遺物としては溝状遺構内からではないが東播系の片日鉢が出

土している。近世墓に関しては約450ぽの狭い範囲から43基が集中して見うかった。この

うち17基から17体の人骨が出土し、六道銭として寛永通
=を
持つものも11基ある。

第 2節 層序
第4図で示した土層図は、B地区中央部分で確認したものの一部である。調査区内の各所で

層の厚さなどが若千異なる所もあるが、基本的な層序としては全て同一である。

第 I層 :灰色軟質土

現在の水田の耕作土である。粘性は少なくパサパ

サしている。第Ⅱ層との境界がはっきりしており

その部分に水中の鉄分の沈殿と思われる赤褐色硬

質土が 2～ 3 cmの厚さで入っている。

第Ⅱ層 :漆黒色軟質土

この層の下部が遺物包含層である。やや粘性を持

ち、細かいパミスを疎らに含んでいる。第Ⅲ層と

の境はっきりしない。

第Ⅲ層 :暗褐色硬質土

やや粘性を持ち硬い。第Ⅱ層から第Ⅳ層への漸位

層である。当遺跡での遺構検出面である。

第Ⅳ層 :橙色硬質土

純粋なアカホヤ層である。プライマリイな状態で

厚く堆積している。

1 醒 」

-15-

第 4図 基本層序図



第 3節 弥生時代の遺構と遺物
(1)竪穴住居

3号住居は調査区の東端に位置している。直径6.7mの 円形プランで、四本の柱で囲
まれた方形プランの床面より約 1 5cm高 くベッド状遺構がめぐっている。柱穴の直径は約

3 0cm～ 4 0cm、 深さ約 38～ 5 6cmで ある。東側は一部削平されているが、遺構検出面

からベッド状遺構の床面までの深さは約2 2cm～ 3 3 8cmで ある。焼土は検出されなかっ

た。住居内の土器は西側部分に集中している。

121遺物

第8図 1・ 2で示した土器は、『免田式』重弧文長頸壺であるが、同一固体ではない。

1は、頸部の段差が顕著ではなく日縁が外反する。頸部内面には指頭圧痕がよく残ってお

り、日縁部内面は刷毛目が施されている。外面の調整は日唇部がヨコナデであるが、それ

以外はヘラミガキである。月台土の色調は外面がにぶい褐色 (7・ 5YR 5/4)、 橙色
(7・ 5YR6/6)、 内面は橙色 (7・ 5YR6/6)で ある。 2は胴部である。『免
田式』重弧文長頸壺の文様としては典型的なものである。胴部上半はミガキを加えてから

重弧文を施文しているが、その下の横方向の沈線を切っている縦方向の沈線は、上の重弧

文と全て対応するものではない。胴下半の調整は用↓毛目である。胴上半と胴下半が作る角

度は穏やかで長胴化しており、底部は外面が橙色 (7・ 5YR 7/6)、 にぶい黄橙色
(10YR 7/4)で ある。

第 4節 中世の遺構と量物
(1)溝状遺構

溝は、調査区の東側部分に集中しており、南北方向に4本 (SEl～ 3・ 5)、 東西方

向 1本 (SE4)検出された。このうちSE2は、A区のSE6と 同じように幅約 1。 1
mの満の床面に幅約 6 0cm、 長さ約45～ 5 5cm、 深さ約8帥の楕円形状の窪みが連続し

ている。またその両側には幅約4 0cm、 深さ約 1 0cmの溝 (SEl・ 3)が一部伴う。い

ずれの溝状遺構にも供伴する遺物はない。

2)遺物

遺構には伴わないが、k-14区 で東播系片日鉢が 1点出土している。特徴としては、
日縁端部を上下に軽く択み出しており、体部内面と日縁端部の接点は稜をなしているが、

体部外面と口縁端部外面の接点は丸く仕上げている。体部は直線的で内面はヨコナデによ

り調整されており仕上げナデは施されていないが、底部内面にはハケロを施している。底

面は半分欠如しているが、静止糸切りと考えられる。包量は日径24.O cm、 器高 8。 3

cmである。
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第 5節 近世の遺構と遺物

位)近世墓

調査区の北東部の 10m× 45m

の範囲に43基検出された。円形プ

ランが34基、方形プランが9基の

合計43基である。方形プランの長

軸はほとんど南北方向であるが、円

形プランのものに関しては真円に近

い状態をしているので現在のところ

長軸方向は不明である。また、43

基中17基から17体の人骨が出土

した。

当遺跡の近世墓群の中でも特に大

きな規模を誇っている15号墳は方

形プランで長軸 2 0 0cm、 短軸 13

2 cm、 深さ1 4 4cmで ある。人骨の

出土状況からすると方形プランであ

るが、被葬者は座棺により葬られた

ようである。

なお人骨に関しては長崎大学医学

部第 2解剖学教室の松下孝幸助教授

に依頼し、長崎大学にて調査中であ

る。

121 遺物

副葬品としては六道銭としての寛

永通宝が 11基から90枚出土し、

外には棺の釘と推定される鉄器が2

7点出土している。また、棺材が5

点、陶磁器片が4点出土した。
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第 7図 弥生土器実測図 (I)
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第 6節 小 結

第6図で示したSA3は、ベッド状遺構を持つことなどから弥生時代後期に位置付けられる。

SA7から出土している重弧文土器は、いわゆる『免田式』重弧文長頸壺で、大淀川上流での

住居跡からの出土は当遺跡以外では、城ケ尾遺跡 (高城町)と様屋敷遺跡 (高崎町)のみ
であ

り、時期については弥生時代後期後葉に比定されている。当遺跡におけ
る『免田式』重弧文長

頸壺は、その形態から弥生時代の終末期に相当すると思われるが、共伴す
ると考えられる図6

の甕は宮崎県平野部においては弥生時代後期後半となり時間的一致を
みない。しかし当遺跡は

山間部なので古い形式が時期が下がっても残る可能性がある
のと、小林市としては弥生時代の

まとまった資料の出土が今回が初めてなので当遺跡の資料をよく検討し、各住居
の前後関係及

び土器の前後関係、土器の編年については、本報告の中で行いた
い。

東播系中世須恵器である片日鉢は、形態から森田稔氏
の編年の神出第Ⅱ期―須恵器Ⅳ期第2

段階に相当するので 12世紀後半から13世紀初頭に比定される。片日鉢の出土状況から片日

鉢とSEl～ 3は伴う可能性があるので、SEl～ 3は 12世紀後半から13世紀初頭を中心

とする時期に比定される。

近世墓からは六道銭として寛永通宝が出土していることから、時期とし
ては寛永通宝が鋳造

された1636年以降であることは確実であろう。

註

長津宗重・寺師雄二「城ケ尾跡」『高城町文化財調査報告書第 1集』

平成元年

北郷泰道  「様屋敷遺跡」『高崎町文化財調査報告書第 2集』平成2年刊行予定

森田 稔  「東播系中世須恵器の生産と流通」『中近世土器の基礎研究」Ⅲ

昭和62年

(1)

②

③
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第Ⅳ章 まとめ

水落遺跡は、縄文時代晩期の黒色磨研土器、弥生時代後期の土器、中世の青磁、白磁、東播

系の片日鉢などが出土し、弥生時代後期の竪穴住居7軒、中世の掘立柱建物 7軒、溝状遺構 1

0本、江戸時代の近世墓43基などが検出された。当遺跡は縄文時代晩期から江戸時代末まで

営まれているが、生活空間としての最盛期はB地区の弥生時代後期とA地区の中世の時期であ

る。

弥生時代後期の竪穴住居 7軒の内訳は、円形プラン3軒・方形プラン2軒・不定形プラン2

軒である。円形プランの3号住居は4本柱で囲まれた方形部分が周囲の床面よリー段低くなっ

ており、周囲はベッド状遺構を呈している。方形プランの 1号住居は東から内側に張り出し部

があり、入日部としての機能が想定される。これらの竪穴住居の時期は上げ底の甕や重弧文土

器から後期後葉～末葉に比定される。今まで県内で調査されたこの時期の集落は日向型間仕切

り住居を主体とする集落ばかりであったが、当遺跡は日向型間仕切り住居で構成されない集落

として注目される。円形プランの7号住居から出上した重弧文土器は長胴化し、丸底気味なの

で、西健一郎氏分類の第4型式 cに相当し、後期後葉の新段階に比定される。市内では細野出

上のものが知られており、7号住居出土のものと同じタイプである。県内では竪穴住居から重

弧文土器が出上した例としては、城ケ尾遺踪
)(高
城町)と様屋敷遣跡 (高崎町)のみがあるだ

けであり、本来は大萩遺腺
)(野
尻町)の土墳墓の例のように供献土器として製作・使用されて

ヽヽる。

中世の遺構はA地区の東区で掘立柱建物7棟・溝状遺構4本、西区で溝状遺構2本、B地区

で溝状遺構4本が検出された。A地区は遺構の切りあいによって、次の4時期に分かれる。 I

期は2号掘立柱建物・ 5号掘立柱建物・ 7号掘立桂建物 。3号溝状遺構、Ⅱ期は 1号掘立柱建

物・ 3号掘立柱建物・ 6号掘立柱建物・ 5号溝状遺構、Ⅲ期は4号掘立柱建物 。4号溝状遺構、

Ⅳ期は6号溝状遺構である。 1号掘立柱建物の柱穴から青磁片が、4号掘立柱建物の柱穴から

白磁片が出上しているので、Ⅱ期が鎌倉期に、Ⅲ期が室町期に比定される。 B地区のSEI～
3は東播系の片口鉢から12世紀後半～13世紀初めに比定されており、A地区のⅡ期に相当

する。当遣跡では一時期 3棟の掘立柱建物の単位が抽出されたが、県内の中世の集落としては

宮崎学園都市遺跡群の熊野原遺跡C地区
)(宮
崎市)・ 堂地東遺鰈

)(宮
崎市)。 前原北遺鰈

)(宮

崎市)な どが調査され、庇のついた大型の掘立柱建物とそれに付随する数軒の小型の掘立柱建

物を一つの単位として考えられているとまたA地区の6号溝状遺構やB地区のSE2に見られ
るように溝内に惰円形の浅い掘りこみを多数有する溝状遺構は、県内では前畑遺跡 (えびの市)

・熊野原遺跡C地区 (宮崎市)。 大岩田村ノ前遺跡 。松原地区第Ⅱ遺跡 。樺山・群元地区遺跡

(都城市)などで検出され、溝状遺構の性格としては道 。柵列・塀の基礎 。「木馬道」などが

想定されているが、不明な点が多い。
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今回の面的な調査によって弥生時代後期の集落の構成と規模及び中世の集落の単位が確認さ

れたのは大きな成果であった。細かい土器編年、住居変遷などの問題点については本報告書の

中で明らかにしていきたい。

註

(1)長津宗重「日向型間仕切り住居研究序説」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第2集

宮崎県教育委員会 昭和60年

(2)西健一郎「重弧文長頸壺」『弥生文化の研究』4 雄山閣 昭和62年

(3)瀬之日伝九郎・樋渡正男「日向の重弧文土器」『古代文化』第 14巻第 10号

昭和 18年

(4)長津宗重・寺師雄二「城ケ尾遺跡」『高城町文化財調査報告書』第 1集 高城町教育委

員会 平成元年

(5)昭和63年 7月～8月 に高崎町が調査主体となり実施した。詳細については北郷泰道氏

に御教示を頂く。本年度、『高崎町文化財調査報告書』第 2集に掲載。

(6)石川恒太郎「大萩遺跡(1)」 『特殊農地保全整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』宮

崎県教育委員会 昭和50年

(7)面高哲郎「熊野原遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第 2集 宮崎県教育委員

会 昭和60年

(8)日高孝治「堂地東遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第 2集 宮崎県教育委員

会 日召不日604手

(9)北郷泰道「前原北遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第 2集 宮崎県教育委員

会 昭和63年

は6 日高孝治「日向の古代～中世一学園都市遺跡群を中心として一」『えとのす』第32号

昭和62年

位D北郷泰道「前畑遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告0』 宮崎県教育委員会

昭和 55年

但D矢部喜多夫「松原地区第 I・ Ⅱ・Ⅲ遺跡」『都城市文化財調査報告書』第 7集 都城市

教育委員会 平成元年

に0近藤 協・谷日武範「樺山・郡元地区遺跡の発掘調査について」『平成元年度 埋蔵文

化財担当専門職員等研修会資料』宮崎県教育委員会 平成2年

但0北郷泰道「東大寺虹梁と日向―神格化の構造―」『えとのす』第32号 新日本教育図

書 日召不日62年
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水落遺跡A地区遠景 (西から)

A地 区 全 景
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A地区掘立柱建物群

A地区 1号掘立柱建物

-28-



図 版 3

水落遺跡 B地 区 全 景

般

B地 区 3号 竪 穴 住 居
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B地 区 近 世 墓 群 全 景

B地 区 線刻土器 出土状況
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